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山本雅久会長 

青少年奉仕委員会のインターアク

ト、ロータアクト、青少年交換委員

会、米山奨学会を知る良い機会です

しっかり勉強しましょう。 

この度は青少年委員会はインター

アクト、ロータアクト、青少年交換

委員会、米山奨学会、会長の豊橋ロータリークラブの青

少年委員長山口耕平さんと豊橋ロータアクト会長の高橋

星耀さんが来ております 

本日は米山奨学生ツォルモン アリウナーさん 

14，15 年青少年交換生  松本かんなさんが見えていま

すお話を伺います 

35 周年を迎え記念として青少年にかかわる委員会にお

いて今までの留学、就職、が何が参考にして歩むことが

できたかお話していただき今後の対応の参考としたいと

考えています。 

クラブの会員の方々も留学生や帰国生とお話の交流をし

ていただき、理解すように努力しましょう。 

 

 

 

青少年交換学友 松本かんなさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 9回(通算 1623回)例会報告 令和 5年 9月 8日(金) 卓話例会 

ゲ ス ト 
豊橋ＲＣ青少年奉仕委員長 山口耕平氏、豊橋ＲＡＣ会長 高橋星耀氏、 

青少年交換学友 松本かんなさん、米山奨学生 ツォルモン アリウナーさん 

出席報告 総会員数５６名(計算会員数５１名) 欠席７名 出席率８６．２７％ 前々回修正出席率 75.61％ 

歌／会場 国歌・奉仕の理想 会場：ロワジールホテル豊橋 30F「ﾙ･ﾓﾝ」12:30～ 

会長の時間 

青少年交換学友訪問 
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米山奨学生 ツォルモン アリウナーさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お誕生日おめでとうございます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井上 穂会員 

今回「私がいままで育んできた事…」

との会員スピーチテーマでしたが、

当方の早とちりで「ロータリー活動

を通して」という節を冒頭から入れ

てスタートしてしまいました。とこ

ろで「育む」とはどんな意味か？か

らスタートしました。親鳥がひな鳥を育てる際に親鳥は

羽を広げひな鳥を覆い包んで危険から守り育てる、これ

が「育む」と記されていました。 

 

ところで当方のロータリアンとの出会から触れさせて

いただきます。」「ロータリアンの出会いにしても、生涯、

二度と会う事が難解なご縁で、茶道の一期一会と類似す

るとの言葉を耳にした事が皆さんあると思います。そう

だから、お会いした際には。語りあい、よく聴き、学び

あう。そこからロータリーに入ってよかったよなぁ！ロ

ータリーっていいようなぁ！と感動する。この体感の瞬

間を大切に育み、それを重ねます。 

ところで、私は 43 歳の時にゴールデンロータリークラ

ブに入会させていただきました。同じ時に 4 名が入会し、

しかも同世代、誰一人と JC 経験者はいませんでした。

ノンキャリアの少数集団と言っていましたが、そんな集

まりでしたから仲間意識が芽生え、よく飲んだり また

ロータリーの哲学や将来の方向について、あれやこれや

と泡を飛ばした事もありました。しかし後はロータリー

に入ってよかったよなぁ～と乾杯の、仲間達 4 人でした。 

ところが今、二人は鬼籍にはいってしまい、一人は音信

不通、結局、私一人が残されてしまいました。  

今度は、私の印象的な出会いの瞬間に触れさせていた

だきます。この出会いは、入会して最初の（ファイヤー

サイドミィティング＝炉辺集会）でした。炉辺集会の空

間は、当時は会員の自宅で行われていました。この時は

高沢会員の御自宅でした。おいしい食事と、お酒で語り

会いましたが、当方は、食べた物をこぼしたりと粗相が

あったりしてはいけないと緊張しながら食べたり、飲ん

だりした事を覚えています。 

そして少し経過した時、突然、高沢会員のお父さまが

アルコールを持参して私たちの輪に入ってこられました。

高沢パストガバナーで雲の上の人でした。笑顔で私たち

に語りかけてる人柄はとても印象的でした。皆な緊張し

て言葉も出なかったと思いますが、高沢パストガバナー

の穏やかな語り口で、緊張した雰囲気もなくなり、何と

か和らいできて、言葉も交わすようになりました。この

初めてのファイヤーサイドミィティングも終わり、高沢

会員のご自宅から私の八町の自宅まで、およそ 1 時間あ

まり、ほろ酔い気分で「そよ」の風と触れながら、ロー

タリーっていいよなぁ、ロータリーに入ってよかったな

ぁと 独り言を言いながら帰った事だけは覚えています。

とてもいい瞬間の体験をさせていただきました。 

また、もう一つの出会いは「松崎会長 杉原幹事との出

会いです。」この年度に私は職業奉仕委員長を拝命しまし

た。この年度は職業奉仕ガチガチの名古屋江南ロータリ

米山奨学金贈呈 

誕生日祝い 

尾崎雅輝会員        淺井大介会員 

入会記念日祝い 

鈴木紳昭会員  中村彰宏会員  梅田英樹会員 

髙井龍雄会員 尾崎雅輝会員 松島弘和会員 

会員スピーチ 

「私が今まで育んできたこと」 

「私が現在育んでいること」 

「私がこれから育んでいきたいこと」 
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ーの福田清成ガバナーでした。この福田ガバナーから、

2760 地区各クラブに 21 世紀の扉を拓けとの斬新なオピ

ニオンの提出の依頼があり、松崎会長、杉原幹事から私

に担当してくれとの要請がありました。 

これは会長ですよ、と抵抗したのですが、杉原幹事が職

業奉仕の井上さに、お願いしますとなり、当方が作成し

て提出いたしました。 

その内容がガバナー「月信 12」に9名オピニオン意見が、

掲載されました。 

7 名が会長経験者でした。当方の意見は 1 頁に掲載され

ました。この掲載が新しいロータリアンと出会うきっか

けになりました。その後すぐに地区クラブ奉仕委員会、

ロータリー未来委員会、ロータリー家族委員会へと委嘱

状が届きました。こんな体験が出来たことは、とても恵

まれたと思っています。その後も新しく設立された研修

委員会へと出向になりました。 

この 3 年あまり、多くのロータリアンと出会いました。、

皆なに「ヤア～」と言ったり、言われたりの体験でした。。 

 

今回はこの「育む」テーマの報告でしたが、耳障りなレ

ポートになった事ご容赦願います。ご清聴ありがとうご

ざいました。 

 

 

宇藤 信会員 

育んできたものは人生、仕事、家族

と色々ありますが、今日は私が生ま

れてから現在まで育み、育まれてき

たペットについてのお話をしてみ

たいと思います。 

私は豊橋駅の西側の八通町で生まれ、小学校から大学ま

でここから通学しました。 

私が生まれたころの家業は製糸業を営んでいて、赤ん坊

時代の写真には猫が写っていましたので人生初のペット

は猫ということになります。親父は猿年なのに犬が好き

で、私が物心ついたころには「とら」という名前の今で

いうミックス犬を飼っていました。私が小学校 4 年の時、

親父は製糸工場を廃業し、ガソリンスタンドを開業しま

した。その当時、家では流行りのスピッツを飼っていま

した。私は小学校高学年から中学校に入学するころは、

当時流行った伝書鳩の飼育に夢中になりましたが高校に

入るころにはペットを飼っていた記憶はありません。 

大学に入学したころ、実家ではジェーンという名のドー

ベルマンを飼っていました。ドーベルマンというと怖い

イメージがあると思いますが、本当に人懐こい犬で実家

へ来る誰にでも大変なついていました。大学時代は一時

下宿生活をしましたが、その時、道端に落ちているカラ

スの子供を見つけ、鳩を育てた経験がありますのでカラ

スも同じだろうと思い下宿に持ち帰り、飛べるまで育て

ました。このカラスは本当に頭がよく、下宿から大学ま

では徒歩通学でしたのでつかず離れずで、飛んでついて

きましたが、いつの間にか仲間のところへ帰って行って

しまいました。 

大学卒業後には家業のガソリンスタンドを継ぎ、27 歳の

時結婚しました。 

新婚生活は新栄町に住み、「ネズミ」という名の保護犬の

ミックスを飼っていました。この犬の特技は火のついた

タバコを捨てると前足で消すことができることでしたが、

事故で亡くしてしまいました。暫くして八通町の実家に

引っ越し、初めて自分でお金を出して柴犬を買い、「ごろ

う」と名付けました。はじめは家の中で飼っていました

が、妻が妊娠したことが分かると誰かに妊婦の体に犬は

悪影響があるといわれ、外飼いにしましたが「ごろう」

は夜通し泣いて隣の家から苦情をもらってしまいました。

子供が生まれると犬と娘は一緒に育ちましたが、ちょっ

とした不注意で「ごろう」を交通事故で亡くしてしまい

ました。40 歳の時にはペット禁止のマンションに引っ越

しましたのでペットのいない生活を続けていますと、マ

ンションの理事会でペットの飼育が解禁されました。妻

はすぐにペットショップに行くと黒の豆芝を気に入り、

私は八ヶ岳の登山中にかかってきた電話で了承し、家に

帰ると柴犬が待っていました。翌日娘も東京から戻り「ひ

め」と名付け、一緒に成長するのを見守りましたが、残

念なことに 8 歳で膵炎で亡くしました。そのペットロス

のつらさを乗り越えるために三日後には新しい黒の豆芝

を娘と一緒に浜松まで買いに行きました。これが我が家

の今のペットの「あろま」です。私は親父が始めたガソ

リンスタンドを 5 年前に廃業し、「終の棲家」を探してい

たところ街なかにマンションを見つけ、2 年前に今のマ

ンションに引っ越しました。最初は落ち着かない様子だ

った「あろま」も新しい棲家に慣れてきましたが、耳も

遠くなり膵臓と腎臓を悪くして、先月よりは毎日点滴に

通っています。もうすぐ 15 歳の老犬ですが、老いていく

自分とオーバーラップするとこも多く、何とか長生きし

てほしいと願っています。 

こうして人生を振り返ってみると自分の人生には、いつ

もペットがいて育み育まれてきたこと、そしてペットは

家族を癒してくれた最高のパートナーであることを鮮明

に思い起こします。11 月には隠居小屋が完成するので、

以前飼っていたメダカをまた飼ってみたいと思っていま

す。 

 

 

 

鬼頭秀幸プログラム委員長 

コロナ禍の影響もあり、最近では豊

橋ゴールデンロータリークラブ会員

と若い世代の人たちとの関りが寂し

くなっています。よって、この例会

を通じて会員一人ひとりにローター

アクトについて、活動や計画等を知

っていただくため、そしてまた、今後ローターアクター

と更なる親睦や奉仕する人を育む考えを深めていくきっ

かけにもなるとも思いますので、この例会を開催する運

びとなりました。 

 

講師を紹介します。 

山口耕平様は、株式会社 ISO 代表取締役で、人材派遣、

有料職業紹介、CNC 工作機械に関連するシステム開発を

されています。2017 年 9 月に豊橋ロータリークラブに入

会され、本年度は青少年奉仕委員長です。 

高橋星耀様は、豊橋ローターアクトクラブの会長で、サ

ーラエナジー（株）に勤めています。 

 

本日は、よろしくお願いいたします。 

 

卓話例会 
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ローターアクトクラブについて 

豊橋ＲＣ青少年奉仕委員長 山口耕平氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提唱クラブと協力クラブのちがいは、メインかサブの違

いと理解 

ロータリーの支援は、活動費用と人材育成です。例会に

出席しロータリアンは仕事や人生経験をつたえる。若い

人の考え方を学ぶ。 

労使関係が無いので、本音を聞くことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ローターアクトクラブの活動 

豊橋ＲＡＣ会長 高橋星耀氏 
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★幹事報告  

・豊橋南 RC より 2022－23 年度青少年交換事業報告、

ロータリー文庫より 2022－23 年度決算報告書、豊橋

RAC より 9 月第 2 例会のご案内が届いております。 

★他クラブの例会変更 
■9 月 20 日(水) 豊 川 RC ガバナー公式訪問 
■9 月 21 日(木) 田 原 RC 海浜清掃活動 

豊 橋 RC クラブフォーラム 
■9 月 25 日(月) 豊橋南 RC クラブフォーラム 
■9 月 26 日(火) 田原パ RC クラブフォーラム(ｻｲﾝ無) 
        宝 飯 RC 財団補助金事業(ｻｲﾝ無) 
■9 月 27 日(水) 豊橋東 RC バレーボール事業報告会 
■9 月 28 日(木) 田 原 RC ｵﾌﾛｰﾄﾞﾄﾗｲｱｽﾛﾝ応援例会 

★ニコボックス 
9 月 1 日分 
山本雅久・髙井龍雄：中央製乳(株)職場見学例会です。

鈴木愛職業奉仕委員長と委員の皆
様よろしくお願い。 

職場見学出席者(32 名)：鈴木愛職業奉仕委員長、委員の
皆様、工場見学のご準備頂きあ
りがとございます。貴重な勉強
をさせて頂きました。 

9 月 8 日分 
山口耕平様(豊橋)：ローターアクトの卓話をさせて頂

き。よろしくお願い。 
山本雅久・髙井龍雄：山口耕平様、髙橋星耀様本日の卓

話よろしくお願い。 
杉浦宏始・中村彰宏・松島弘和・ 
髙井龍雄・髙橋哲也・淺井大介・ 
伊藤角栄・村松 光・石原聖季・ 
酒井正樹・鈴木雅人・廣中雅章：山口耕平さんようこ

そ。よろしくお願い。 
鬼頭秀幸：山口様、高橋様、卓話よろしくお願い。 
大須賀憲太：四つのテストの唱和をさせて頂き。 
尾崎雅輝・淺井大介：誕生日をお祝い頂き。 
梅田英樹・中村彰宏・ 
松島弘和・髙井龍雄・ 
尾崎雅輝・鈴木紳昭：入会記念日をお祝い頂き。 
井上 穂・宇藤 信：会員スピーチをさせて頂き。 
太田和彦：鈴木雅人会員がニコボックス発表です。よ

ろしくお願い。 

鈴木 愛：先週は職場見学例会にご参加下さりありがとう
ございました。無事終えられたことが何より嬉
しいです。おかげさまです。 

小久保拓吏：先日の夏の家族会に多数のご参加ありがとう
ございました。無事に終わることができまし
た。年末家族会も頑張ります。よろしくお願
い。 

石原聖季：チャリティーバザーに物品寄附のご協力ありが
とうございました。 

西郷隆治：9 月 17 日釣り天狗例会があります。お子様、お
孫様と一緒に是非お出向きください。 

杉田和俊・加藤ゆり子：本年度ゴールデンカップの会長幹
事をさせて頂き。よろしくお願
い。次回ゴールデンカップは 10/4
浜名湖 CC で豊橋北 RC、豊橋南
RC との 3 クラブ合同コンペです。
ご参加下さい。 

鬼頭秀幸：第 1 回ゴールデンカップで 3 位になりました。
楽しかったです。 

酒井正樹：ゴールデンカップで準優勝ありがとうございま
した。 

宮川嘉隆：ゴールデンカップ初参加、初優勝させて頂き。
皆様のやさしさに感謝します。 

太田和彦：親睦活動委員会の皆様夏の家族会ありがとうご
ざいました。楽しい夏の思い出になりました。 

夏の家族会出席者(21 名)：家族会の写真ありがとう。 
鈴木雅人：ニコボックスを発表させて頂き。 

鈴木雅人ニコボックス委員 

               

              

               

          

          

         

         

         

      

            

      

            

      

            


